
静岡県「こどもの国」内の富士山火山溶岩について(
その2) : 岩石学的性質を中心として

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2018-05-23

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 篠ヶ瀬, 卓二, 山本, 玄珠, 杉山, 満利

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.14945/00025127URL



静岡地学 81号 (2000)

岡県「ニどもの

篠 ヶ瀬

1 .はじめに

の
的性質を

について(その)

として~

二*.山本玄珠*九杉山満利付*

富士市勢子辻地先のおよそ 200haの土地に静岡県「こどもの毘jが建設されつつある oiこどもの国J

建設地はちょうど富士火山と愛鷹火山の境界にあたる(図 1) 0 地域内における富士火山の溶岩につ

いて (1968) およ 自然調査研究会 (1986) の報告があるが、溶岩の分布等にくし

いがあった。こどもの国建設によって、溶岩樹型や洞穴について新たな事実がわかり、筆者の一人傑ケ

瀬 (1996) は、溶岩にはさまれる炭化木を採取し、年代測定を、福原達雄 e 和田秀樹 (1997)が行っ

た。しかし、地域内の溶岩分布については、不明な点が残っていた。そこで、筆者らは溶岩の分布と

を明らかにするため調査を進め、主に野外において観察された事実から、作成された掛質問およ

については報告した(篠ヶ瀬ほか、 1999)0 しかし、本調査地域の岩質等は肉眼鑑定による

もので、対比は富十市域自然調査研究会(1986)の富士市地域に分布する溶岩の売管と肉眼的に対比

九
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したものである O そこで今回は、篠ヶ瀬ほか (1999)

よび主成分@微量成分分析を行ったのでここ

2.調査地域内の富士火山溶岩について

については、篠ヶ瀬ほか (1999)によっ

した

るO

略 るO 本地域内に分布する富士火山溶岩は、下位から

溶岩流、日本ランド 小天狗溶岩流が分布している O

閤 1に示し八嶋 O ケ か (1999) 1 以下

2 1. 

につい」、 ら

されているので、それに従いその概

立、砂沢溶岩流、

(1999)が作成した地質閣を

と るO

本溶岩流は、黒色から灰色を示し、アア溶岩である O は、粒のそろった 6~7n1m の短冊状の

くすんだ、粗粒な斜長石を 20%前後含んでおり、 2~3mm

らん石玄武岩である O 特に輝石は溶岩の場所によって多く

ある O また、非常にまれではあるが、車径 1cmほど

とがある O 鏡下では、斑品として斜長石、かんら

かんらん石、粒状の普通輝石とガラスからなり、インターサータ

6~7mm と大型で汚濁物が目立ち、結晶の

も見られる普通輝石かん

まれない場所が

ラ，前

九吋

粒状の

は、

集斑状のものが多い。自形~他形を示し、結品が丸びを帯びているもの、

されている O

を示すもの、

のものいるものがある O かんらん石は自形~半自形を示し、サイ

し)0 イト化している部分があるもの って

いるものもある O 自形結晶を示し、サイ るO

2 2.砂沢(ずな

ら し、全体的に照り るアア ある O

の 5n1mほど

の針状の斜長石が含まれるのが特徴である O まれ られるかんら

は、斑晶とし勺 は長柱状の斜長

粒状のマグネタイトからなりインタ

を示すものが惑い

のと 3~4mln のものに分けられる O

が多い。サイズは 1~2mm 程度のもの

度である O

2 3. 

い。サイズは大きく 1~2 mmのも

自形を示し、丸びを帯びているもの

い。かんらん石は少なく自形を示し、サイズは 0.3mm

るO岩質は粒のそろっし、

10%前後含まれており、 1 ~1.51nn1 

1~1.5mm ほどの細粒の斜

と金属光沢をする輝石を

んら

は斜長石、かんら らなり、

と輝石は集斑構造を持っている O 鏡下では、斑

は長柱状の斜長石、粒状の輝石、粒状のかんらん

粒状のマグネタイヒガラスからなり、インターグラニュラー~インターサータル組織を

斑品の斜長石は長柱状自形を示し、サイズは 1~1. 51nm と小さく結品全体に汚濁物がやや目立つ。か
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静岡地学 81号 (2000)

んらん石は自形結晶を示し、サイズは 1'""'"'1.5 mm程度で、マグネタイトを包有しているものである O

普通輝石は自形結晶を示し、サイズは 1'""'"'1.5mmである O

2 4. 日本ランド溶岩流

本溶岩は黒色~灰色を呈するアア溶岩である O 岩質はやや不ぞろいの直筏 2'""'"'4 mrnのやや粗粒の

斜長石が 10'""'"'15%前後含まれるかんらん石複輝石玄武岩である O 鏡下では斑品は、斜長石、普通輝石、

シソ輝石、かんらん石、マグネタイトで¥ は長柱状の斜長石、マグネタイト、粒状の輝石、ガラ

スからなり、インターグラニュラー~インターサータル組織を示す。石基においては特に粒状のマグ

ネタイトが多い。斑品の斜長石は長柱状自形~半自形を示し、産径 4mm程度のものと 2mm程度の

ものに大別される O 直径 4mm程度のものは、やや汚濁物を含んだ、り、逆累帯構造が見られるものが

ある O 直径 2mm程度のものは清楚で、はあるが、やや結晶が丸びを帯びたものが多い。普通輝石は短

柱状由形~半白形を示し、丸びを帯びた結晶が多い。サイズは 2'""'"'3mm程度の物が多い。シソ輝石

は短柱状自形を示し、サイズは 1mm程度のものが多い。かんらん石は少量で自形を示し、サイズは

0.3mm程度のものが多い。マグネタイトは 1mm程度のものが多い。砂沢溶岩とは、シソ輝石の存在

や石基の組織で区別できる O

2 -5.小天狗溶岩流

本溶岩は灰色を呈するア るO は鍛密で、粒ぞろいの直径 2mm、短径 0.5mm以

んらん石玄武岩である O 鏡下では斑品はかん

ら は針状の斜長石、粒状の輝石、マグネタイト、ガラスから

なり、インターグラニュラ ンターサータル組織を示す。斜長石は長柱状を示し、直径 2mm

ものと ものに大別される O 長径 2mm程度のものは、結晶の中央部

があり、自形を示している O

らん石は自形結晶ではあるが丸び

ズは 0.3mm るO

サイズは 0.3mm ものが多い。

3.岩石の化学成分

3 -1 .富士火山

ものは清楚なものが多く、自形を示している O かん

ものや結晶が途中でちぎれたようなものが見られる O サイ

自形~半白形を示し、丸びを帯びたものが多い。

の溶岩の化学分析笹は主成分に関して、 (1971)があり、 Arculus et al (1991) 

か (1991)Tog註siet al (1997) 

沢観測井戸のボーリングコアのサンプルについて、

ボーワングサンプルについて、富撞ほか (1997)がそ

山はたくさんの溶岩流によって形成されており、これらのたくさ

それぞれについての報告は十分と

(1995) 

に基づく

しかし、

ータにおいても、

されているの

(1971) による とArculuset al (1991)の小天狗溶岩主成分および微量成分だけ

である O そこで、今回 ータとして、各溶岩流から 2試料ずつの試料を採取

して、

主成分、 RIX 3000) し、
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ほか(1998)の方法に従い分析を行った。ただし、

料とも 1%以下であったため、水を除い

試料数がわずか 1サンプルずつではあるが、

ょっ たが、すべての試

*/MgO は、 1.90~2.

ること

は0 ， 000~13 ， 000 yBP)など

く猿橋、枝、第の頭目、

マ

1 

(1971)、 Arculuset al (1991)の砂沢溶岩及び小

を比較すると、砂沢溶岩については、

閉じ分析値 してい o

さい値を示し、

期の大淵、一

分化で、

ある (FeO*/MgO

9.000 

あたる O

NazO十

れる(図 2) 0 

トされる(留 3)0

の範囲である O マ

1. 90~1. 93と小

の!日期溶岩0);1

* /Mg-O が相対的に小さく (1.8~2.1)

(10 ， 000~8 ， 000 yBP)はより分化し

した、 (10 ， 000~ よ

か (1991)のいう、より分化した溶岩の範囲に

も 1.90~2.36 となっている O

もkuno(1966) 

ツ

ノレカリソレア千ト

と

いが、 f甘1，の溶持は 50~52 wt% 

あり、 FeO*/MgO値や

る。は勢子辻、日本ランド、
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凡{ヲuは図 2と開む、 HK..MK、L択はそれ
ぞれ、 Peccerilloand Taylor (1976)の
高カリウム系、中間カリウム系、低カリ
ウム系の範密
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図 2.謡査地域の火山岩のNa20十K20… Si02図
ム曽比奈溶岩、警護;砂沢溶岩、ム;
子辻溶岩、口;日本ランド溶岩、 0;小

天狗溶岩
HT、しすはそれぞれ、
アルカリソレアイト、
イトの範盟

kuno (1966)の高
低アルカ 1)ソレア

51 52 毒患ヰ6 47 

1.45~1.59 wt%で、小天狗溶岩がやや低く1.18である oAlz03は分散傾向しているが、砂

、16.96wt%である Oも{昆いのオ菌を示す0

9.41~11.48 wt%のほ

は 18.33~18.96 wt%と沢、

日目まとまっFeO*は、すべて

い値:となっている Oい値をランド溶岩が、 11. 01~1 1. 48 wt%と

日まとまっMnO もどの溶岩も 0.15~0.20 wt%とぽ

5.99~6.01 wt%とオ誼を示す傾向があるoMgO岩が 0.19、0.20wt%と

を示4.10~4.15 wt%と低し4. 76~4.93 wt%、砂沢、

9. 04~ 10.05 wt%とまとまって値を示すが、その

ランド、し、日

している o CaOではすべて

も 2.45~2.79 wt%の範囲で、ほNazOはど砂沢溶岩が 9.62~10.05 wt%とや

を示す。 KzOもどの溶岩も O.76~0.84 wt%の範囲で、ほぼまとまった値を示すが、そぼまとまっ

も 0.23~0.35 wt%の範い値を示す。 PZ05は、ど0.82、仏84wt%との

を示す。0.34、0.35wt%との中で、ほぼまとまった値を示すが、

し、261、271ppmと比較的高し成分では Ba は 210~270 ppm 

く、87、90ppmと擦だって小天狗溶岩が 210、216ppmと低い値を示している o Cr 

を示す。も2~ 3 ppmとNbはどその他の溶岩は 43~48 ppmとまとまった値

く、地の溶岩は 27~35 ppmの範囲である O52、55ppmと際だ、ってNiも Crと同様で、

349、353ppmと{品く、Rb は、どの溶岩も 14~16 ppmでほぼ同じような纏である oSr 

してで砂沢溶岩が 438、428ppmと比較的高しそのf也の溶岩は 394~438 ppmであるが、その

を示し、その他の溶岩は 357~309 ppmの範囲で、

にま~ I1演に勢子辻、曽比奈、砂沢、小天狗溶岩となっている o Y は、どの溶岩も 24~30 ppm 

17 
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とまった値を示し、多いJI買に勢子辻、日本ランド、普比奈、小天狗溶岩となっている o Zrもどの溶岩

も 88~107 ppmの間にまとまっており、多いJI援に勢子辻、日本ランド、曽比奈、砂沢、小天狗溶岩と

なっている O

これらの MgO、FeO*やコンパティブル元素である Cr..， Niが勢子辻溶岩で多いのは、肉眼および

検鏡下でのかんらん石や輝石の量と一致する o A1203、CaO、Srで、砂沢、曽比奈溶岩が高いのは曽比

奈溶岩が粗粒な斜長石が多いこと、砂沢溶岩が斜長石最が多いことに対応するものと思われる oTi02、

Vが日本ランド、

ものと思われる O

まとめ

いのは、検鏡下におけるマグネタイト いのに対応している

以上のように今回、 fこどもの国J内の溶岩の岩石記載および化学分析備を報告した。いずれの溶岩

も岩石記載と化学分析値の対応、が見られた。また、鏡下の岩石記載については、富士市地域内に分布

するこれら につい 自然調査研究会 (1986)の報告がある O それには詳

細については述べられていないが、いずれの溶岩の検鏡下の特徴も各溶岩の特徴と一致している O ま

た、篠ヶ瀬ほか (1999)が公表した曽比奈、砂沢、勢子辻、日本ランド、小天狗の各溶岩の分布や産

状等と考え合わせると、他の地域で対比される溶岩の化学分析舘が公表されているものが、砂沢と小

天狗溶岩で、しかも 1試料ずつであり明確な対比はできないが、少なくとも本調査地域の砂沢溶岩に

ついては、岩石学的に対比できる O また、残りの曽比奈、勢子辻、日本ランド溶岩については、

よび分布からの対比であり、他の地域での各溶岩の分析値が報告されるのに期待される O
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